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歳
入
は
、
市
民
税
が
税
制
改
正

の
影
響
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
固
定
資
産
税
が
地
価
の

下
落
に
よ
り
減
収
と
な
る
見
込
み

で
す
。
ま
た
、「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
等
が

減
額
の
見
込
み
に
な
り
ま
す
の
で
、

自
主
財
源
の
確
保
が
、
最
も
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
や
生
活

保
護
に
係
る
経
費
、
第
３
次
下
田

市
総
合
計
画
実
施
計
画
の
推
進
や
、

基
盤
整
備
、
観
光
施
設
整
備
、
環

境
・
教
育
・
防
災
対
策
事
業
に
か

か
る
経
費
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
公
債
費
は
横
ば
い
で
、

人
件
費
は
職
員
数
の
減
と
職
員
の

給
与
カ
ッ
ト
に
よ
り
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

　

市
債
（
借
金
）
残
高
も
多
く （
平

成　

年
度
末
下
田
市
全
会
計
残
高

１７
見
込
み
、
２
３
６
億
円
超
）、
財

源
調
整
の
基
金
も
底
を
つ
い
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算
編
成
は
、
財

１８

源
確
保
が
非
常
に
厳
し
く
、
止
む

無
く
市
民
の
み
な
さ
ま
に
、
一
部

負
担
を
求
め
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
面
で
、経
常
経
費
の
キ
ャ
ッ

プ
方
式
に
よ
る
対
前
年
度
比　

％
２０

カ
ッ
ト
や
、
政
策
的
経
費
の
一
部

カ
ッ
ト
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
、
予
算
を
確
定
す
る
最
終

段
階
ま
で
財
源
調
整
は
困
難
を
極

め
、
最
終
的
に
は
人
件
費
の
カ
ッ

ト
に
よ
り
予
算
編
成
が
可
能
と
な
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が

最
重
要
課
題
で
、
行
財
政
改
革
と

財
政
の
健
全
化
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
確
保
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ

ま
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
改
革
を

一
層
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
年
度
も
行
財
政
改
革
を
一
層

推
進
し
、
経
常
的
経
費
の
削
減
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
合
理
化
を

図
り
、
施
策
の
厳
し
い
選
択
や
重

点
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ

　

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
指
針
を

参
考
に
、
こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
個

別
事
項
の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
す
。
具
体
的
な
個
別
項
目

は
、「
民
間
委
託
等
の
推
進
、
指
定

管
理
者
制
度
の
活
用
、
地
域
協
働

の
推
進
、
定
員
管
理
の
適
正
化
、

　

財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
く
た

め
、「
企
画
」「
行
財
政
改
革
」「
財

政
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
を
一
つ

に
ま
と
め
、
総
合
計
画
等
の
企
画

業
務
と
財
政
の
連
携
を
図
り
、
無

駄
の
な
い
効
果
的
な
財
政
計
画
に

基
づ
い
た
行
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、企
画
財
政
課
を
設
け
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
課
題

�

�

�

�

�

り
一
層
の
市
民
福
祉
の
向
上
と
市

の
均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
る
た
め
、

第
３
次
下
田
市
総
合
計
画
に
そ
っ

た
、
基
本
理
念
と
重
点
施
策
を
掲

げ
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

経
費
の
節
減
合
理
化
等
財
政
の
健

全
化
」
等
が
あ
り
、
成
果
目
標
等

の
徹
底
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
運
営

方
式
が
、
新
た
に
７
施
設
で
導
入

さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�

広報しもだ  ２００６. ４ 月号  －２－

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


	�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


	�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


	
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


	
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

平
成
平
成　

年
度
施
政
方
針
要
約

年
度
施
政
方
針
要
約

18

平
成
平
成　

年
度
施
政
方
針
要
約

年
度
施
政
方
針
要
約

1818

－３－  広報しもだ  ２００６. ４ 月号

○観光施設及び観光資源の有効活用
の推進

○地域産業経済活性化への支援

○少子・高齢社会に対応した福祉及
び文化的サービスの充実

○市民生活に直結した環境整備及び
防災対策事業の推進

○第８次教育施設整備５ヶ年計画の
推進

○効率的行財政運営の推進

と
な
る
中
で
、
市
税
の
滞
納
対
策

も
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、
税
務
課
に
滞
納

対
策
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

低
迷
す
る
市
内
経
済
を
活
性
化

す
る
た
め
、
産
業
振
興
課
を
組
織

し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
戦
略
を

全
面
に
打
ち
出
し
、
観
光
立
市
と

し
て
の
価
値
向
上
を
目
指
す
た
め
、

観
光
交
流
課
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
課
の
事
務
を
整
理
し
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
健

康
増
進
課
と
福
祉
事
務
所
の
２
課

に
分
け
ま
し
た
。

　

防
災
を
よ
り
身
近
に
と
ら
え
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
課
に
防

災
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

２
月　

日
に
、
静
岡
県
市
町
村

２４

合
併
推
進
審
議
会
に
よ
る
答
申
が

公
表
さ
れ
、
賀
茂
１
市
５
町
は
、

「
人
口
１
万
５
千
人
未
満
の
町
を

含
む
地
区
」
の
対
象
と
な
り
、
今

後
の
財
政
基
盤
、
生
活
圏
の
一
体

性
を
考
慮
し
た
結
果
、
合
併
を
推

進
す
る
市
町
と
し
て
「
下
田
市
と

賀
茂
郡
５
町
」
の
組
合
せ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
新
合
併
特
例

法
の
期
限
で
あ
る
平
成　

年
３
月

２２

末
ま
で
に
合
併
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
に
努

め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
と
自
然
が

豊
に
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ま
へ
一
部
負
担
を
お
願
い
す
る
、

ご
み
袋
の
有
料
化
等
を
含
め
た
手

数
料
の
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」が

完
成
し
、
今
後
、
こ
の
施
設
の
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
、
各
家
庭

に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
の
適

正
な
維
持
管
理
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
、
第
６
次
拡

張
事
業
を
継
続
し
、
須
原
地
区
の

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
予
想
さ
れ

る
東
海
地
震
に
備
え
、
老
朽
管
の

更
新
、
浄
水
施
設
の
耐
震
化
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
役
割
を
市
民
の
み
な

さ
ま
に
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
Ｐ

Ｒ
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
更
な

る
水
洗
化
率
の
向
上
と
着
実
な
使

用
料
の
収
入
増
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
適
応
指
導
教
室
」
を
、
ス
ク
ー

リ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
調
査
研
究
制
度
を
活
用
し
、

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
言
語
に
問

題
を
持
つ
幼
児
に
対
し
、
早
期
に

教
育
相
談
や
指
導
を
行
い
、
小
学

校
就
学
に
適
応
で
き
る
体
制
を
作

る
た
め
「
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」

を
継
続
し
、
稲
生
沢
小
学
校
に
養

護
学
級
を
新
設
し
ま
す
。

　

多
発
す
る
児
童
へ
の
凶
悪
犯
罪

等
の
予
防
と
児
童
の
安
全
を
守
る

た
め
、
下
田
市
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
及
び
下
田
市
青
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に
し
、

地
域
の
協
力
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
と
同
報
無
線
の
活
用
等
に

よ
り
、
防
犯
対
策
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
保
護
者
へ
の
緊
急
情
報
及

び
学
校
情
報
の
発
信
手
段
と
し
て

 「
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」を
試
験

的
に
朝
日
小
学
校
に
導
入
し
ま
す
。
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○信頼される市政の実現と市民参加型の

行政の確立

○自然や歴史、文化を活用した観光産業

の醸成と、 「元気あるまちづくり」 の実現

○健全な心を伸ばす教育環境の整備と福

祉施策の充実

○財政健全化の推進

基本理念基本理念基本理念 重点施策重点施策重点施策


